
 

 みんなで創る 吉舎町の情報誌  第９５号 

「
ユ

キ
ワ

リ
イ

チ
ゲ

」
に

会
い

に
来

て
！

 
吉舎町 人口の動き 

人口:3,951人(-16人 先月比)  世帯数:1,759世帯  

男:1,826人 女:2,125人  (平成29年1月31日現在) 

（1月届出新生児 3人）  高齢化率(65歳以上) 44.9% 

1  まるごときんさい No95 

2017（平成29）年 ２月10日発行 

ホームページ h�p://www.pionet.ne.jp/~kisa-ji�-r/ 

『
吉

舎
方

面
隊

 
出

動
式

』
 

セリバオウレン 

ユキワリイチゲ 

（亀井 正和） 

 １月８日（日）１１時過ぎから三次市消防団吉舎方面隊の出動

式が、吉舎生涯学習センターで行われました。 

 恒例の一斉放水では、寒い雨の中見事な水のアーチが馬洗川に

かけられました。 

 今年も火災がないことを願う１年の始まりでした。 

セツブンソウ 

（溝上 洋）  

 ユキワリイチゲが上安田下郷の自生地で見頃を迎えまし

た。３月中旬までは楽しめると思います。 

 安田絶滅危惧種保護の会会員が中心となって、自生地の

草刈、落ち葉払い等、保護活動を続けており、皆様をお待

ちしております。また、セリバオウレン、セツブンソウも

すぐそばで見ることができます。 

 詳しいことは、吉舎町自治振興連合会ホームページ 

      http://www.pionet.ne.jp/~kisa-jiti-r/ 

または、安田自治振興会☎0824-43-2827（平日午後1～5

時）にお問い合わせください。（画像は平成26年撮影） 



 

 
１

月
９

日
（
月
）
か

ら
１

月

15日

（
日
）
に

か
け

て
、
吉

舎
各

地
区

で

「
と
ん
ど
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

 
１

月

15日
（
日
）
の

東
郷
・
七

日

市
市

営
住

宅
・
東

町
地

区
の
「
と

ん

ど
」
は
、
雪

の
中

朝
早

く
か

ら
準

備

を
始

め
、

11時
過

ぎ
に

火
入

れ
を

行

い
し

め
縄

や
書

初
め

も
一

緒
に

燃
や

し
ま
し
た
。
 

 
お

餅
を

焼
い

て
食

べ
た

り
、
お

神

酒
を

い
た

だ
き
、
一

年
の

無
病

息
災

と
豊

作
を

祈
り
、
楽

し
い

一
時

を
過

ご
し
ま
し
た
。
 

（
田
上
 
孝
治
）
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『とんど祭』 

（
亀

井
 

正
和

）
 

 
１

月

22日
（
日
）
桧

ロ
組

で
と

ん
ど

祭
り

を

行
い
ま
し
た
。
 

 
今

年
は

１
月

に
入

り

雪
の

日
が

多
く

１
週

間

遅
れ

の
開

催
と

な
り

ま

し
た
。
 

 
当

日
も

雪
が

舞
い

寒

い
日

と
な

り
ま

し
た

が
、
午

前
９

時
か

ら
組

の
皆

さ
ん

と
竹

を
よ

せ

て
１

時
間

あ
ま

り
で

完

成
し
ま
し
た
。
 

 
家

々
か

ら
持

ち
寄

っ

た
し

め
縄

な
ど

を
飾

り

付
け
、
昼

12時
に

点
火

す
る

と
、
勢

い
よ

く
炎

が
燃

え
上

が
り

ま
し

た
。
そ

し
て

残
り

火
で

お
餅

を
焼

い
て

食
べ

た

り
、
お

酒
、
豚

汁
を

い

た
だ

き
、
体

の
芯

か
ら

あ
た
た
ま
り
ま
し
た
。
 

 
今

年
も

よ
い

年
に

な

る
よ

う
皆

で
願

い
、
親

睦
を

深
め

る
行

事
と

な

り
ま
し
た
。
 



 

（
中

倉
 

政
子

）
 

新
年

お
茶

会
 
晴

れ
や

か
に

楽
し

く
開

催
 

３ まるごときんさい No95 

●
お
茶
会
を
催
さ
れ
る
き
っ
か
け
は
 

 
平

成

15年
徳

市
保

育
所

の
〝
ひ

な
茶

会
〟
を

き
っ

か
け

に
、
当

時
の

徳
市
分
校
の

先
生

方
へ
〝
お

茶
一

服
い
か

が
〟
の

声
掛
け
に

よ
り
、
児
童

も
参
加
し
て
の

行
事
と
し
て
定

着
し
、
小
学
校
閉
校
後
〝
親
子
マ
ナ
ー
教

室
〟
と
し
て
地
域
行
事
に
位
置

づ
け
、
女
性
の
活
躍
を
地
域
の

活
性
化
に

と
の
思
い
で
〝
新
年
お
茶
会
〟
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
 

●
催
し
で
大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
 

 
女
性
部
の

絆
、
住
民

の
協
力
で

す
。
生
き

生
き

と
参
加

し
、
こ

れ
か

ら

も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
人
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
 

●
徳
市
の
魅
力
〝
宝
〟
は
何
で
す
か
 

 
地
域
行
事
に
積
極
的
に
参
画
し
、
協
力
し
て
何
か
を
成
し
遂
げ
る
こ
と

で
、
達
成
感
や
充
実

感
が
得
ら
れ
る

こ
と
。
伝
統
文

化
に
興
味
を
持

ち
、

普
段
機
会
の
少
な
い
着
物
を
着
る
事
は
貴
重
な
体
験
で
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
着
付

け
・
裁

縫
、
お

菓
子
づ

く
り

や
料

理
な

ど
、
一

人
ひ
と

り
の

特

技
を
活
か
し
た
事
業
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
 

●
地
域
の
未
来
へ
一
言
 

 
お

互
い

が
希
望

を
持

ち
、
人
を

大
切

に
し
、
人

そ
れ

ぞ
れ

の
良
い

所
を
生

か
し
、
認

め
合

え
る
よ

う
な
〝
絆
〟
を
深

め
て

い
く

こ
と

が
地

域
を

誇
り

に
思
う

気
持
ち
に

繋
が

る
の
で
は

な
い

か
と
思
い

ま
す
。
地

域
を
元

気
に

す
る

た
め

に
は
、
そ

こ
に

住
む

人
た

ち
の
〝
笑

顔
〟
が

大
き

な
力

に
な

る
と

信
じ

て
い

ま
す
。
女

性
な

ら
で
は

の
視
点

で
関
わ

り
続
け

る
こ
と
も

地
域

の
活
性
化

に
貢

献
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

No.1 

 
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
〝
地
域
の
活
性
化
〟
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
人
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま

す
。
 

 
�
徳
市
に
こ
の
人
あ
り

�
〝
い
き
い
き
サ
ロ
ン
・
あ
け
ぼ
の

会
〟
の
代
表
と
し
て
、
特
に
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
事
業
の
企

画
運
営
に
尽
力
さ
れ
、
地
域
の
伝
統
・
文
化
を
継
承
す
る
活
動

や
英
会
話
講
座
の
実
施
な
ど
、
ア
イ
デ
ア
や
行
動
力
に
魅
か
れ

る
人
も
多
く
、
ま
さ
に
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
す
。
さ
ら

に
女
性
部
の
一
員
と
し
て
〝
新
年
お
茶
会
〟
を
主
宰
さ
れ
、
自

ら
裏
千
家
・
奥
田
宗
節
先
生
に
師
事
さ
れ
て
得
ら
れ
た
茶
道
を

地
域
振
興
に
活
か
さ
れ
、

15年
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 インタビューをして思ったことですが、〝集落支援〟は〝集楽〟（造

語ですが）。即ち〝集まることが楽しい〟と思える仕掛けづくり・仕組

みづくりなど、協力し合える土壌づくりと地道で継続した取り組みが必

要なのだと気付かせていただきました。地域を元気にするために〝人の

繋がり〟をキーワードとして支援の輪を広げていきたいと思います。 

       三次市集落支援員（吉舎地区） 徳永春喜 

徳
市

在
住

 
野

曽
原

和
惠

さ
ん

 

徳市 

吉舎 

中四字 

安田 

八幡 

敷地 

集落レポート 

 
１

月

29日
（
日
）
午

前

10時
よ

り
「
新

年
お

茶
会
」
を

吉
舎

徳
市

自
治

交
流

セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
 

 
寒

い
日

で
し

た
が
、
ス

タ
ッ

フ
一

同
着

物

姿
で

25名
の
参

加
者
を
お
も

て
な
し
し
ま

し

た
。
 

 
今
回
は

15周
年
目
に
当

た
り
、
工
夫
を

凝

ら
し
た
料
理
や
お
菓
子
を
準
備
し
ま
し
た
。
 

 
慣

れ
な

い
着

物
姿
、
慣

れ
な

い
手

つ
き

で
、
お

作
法

を
学

び
な

が
ら

お
客

様
に

お
茶

を
運

び
ま

す
。
緊

張
は

し
ま

す
が
、
毎

回
奥

田
宗

節
先

生
の

や
さ

し
い

言
葉

で
場

も
和

み
、
楽

し
く

日
本

の
文

化
に

触
れ

る
こ

と
が

出
来
ま
す
。
 

 
一

年
に

一
度

の
着

物
を

着
る

い
い

機
会

で

あ
り
、
身

も
引

き
締

ま
っ

て
、
と

て
も

良
い

経
験

が
出

来
る
「
新

年
お

茶
会
」
だ

と
思

い
ま

す
。
 

 
ご

来
賓

の
三

次
市

吉
舎

支
所

長
 
木

屋
繁

広
様
、
三

次
市

議
会

議
員

 
桑

田
典

章
様
、
お

忙
し

い
中
ご
出
席
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

 
地

区
内

外
の

皆
さ

ん
、
毎

年
１

月
末

に
開

催
す

る
「
新

年
お

茶
会
」
へ

ぜ
ひ

一
度

ご
参

加
く

だ
さ
い
。
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一
斉

清
掃

と
 

 
避

難
訓

練
を

行
い

ま
す

！
 

 
『
そ

ば
打

ち
に

 

 
 
 
 
 

 
 
チ

ャ
レ

ン
ジ

』
 

（
大
上
 
清
隆
）
 

「
成

人
カ

ラ
オ

ケ
」

 
会

員
を

募
集

中
♪

 

中
四

字
卓

球
愛

好
会

 

優
勝

め
ざ

し
て

 

頑
張

っ
て

い
ま

す
！

 

（
野
上
 
清
治
）
 

（
岡
本
 
伸
三
）
 

 
中

四
字

卓
球

愛
好

会
で

は
、
毎

週
月

曜
日

午
後

１
時

30分
か

ら
２

時
間
（
夏

季
は

午
後
６

時

30分
か

ら
）
、
男
性
３

名
、
女
性

９
名
、
年
齢

を
感
じ

さ
せ

な

い
軽
快

な
動

き
で

球
を
追

い
か

け
て

い

ま
す
。
 

 
今

月
２

月

12日
（
日
）
に

行
わ

れ
る

吉
舎

町
内

卓
球

大
会

に
出

場
を
予
定

し

て
い

ま
す
。
昨

年
の

成
績

は
思

わ
し

く

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

が
、
今

年
は
団

体
、
個
人

と
も
満
足

で
き

る
結
果

が
残

さ
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
。
 

 
敷

地
自

治
振
興

会
で

は
３

月
５

日
（
日
）

朝
８

時
よ

り
、
環
境
美

化
活
動

と
し

て
一
斉

清
掃
を
行
い
ま
す
。
 

 
ま

た
午
後

か
ら

は
敷

地
自
主
防

災
会
主

催

で
各
関
係
団

体
の

ご
協
力

を
い

た
だ

い
て
避

難
訓
練
を
行
い
ま
す
。
 

 
区
民

の
皆

様
方

の
ご
協
力
及

び
ご

参
加

の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

（
溝
上
 
洋
）

  

 
１

月

26日
（
木
）
安

田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン

タ
ー

で
今

年
度
７

回
目

の
男
性

料
理

教
室

が
開

か
れ

ま
し

た
。
参

加
生
徒
数
７

名
で
、
今

回
も
熱
心

に
実
習

さ
れ

ま
し

た
。
 

 
メ
ニ
ュ

ー
は
「
そ
ば
打

ち
」
、
み

な
さ

ん
楽

し
そ

う
に
「
コ
ネ
コ
ネ
」
さ

れ
て

い

ま
し

た
。
「
出

来
栄

え
」
は
？
き

っ
と
美

味
し
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

 
毎
月
第
一
・
三
水
曜
日
の
午
後
１
時

30分
か
ら

午
後
４

時
頃

ま
で
、
八
幡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン

タ
ー

で
カ
ラ
オ
ケ

同
好

会
の

皆
さ

ん
が
集

ま
っ

て

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
 

 
自
分

が
好

き
な
曲

や
「
今

度
は

こ
の
曲

を
歌

っ

て
み

よ
う
」
と

そ
れ
ぞ

れ
が
Ｃ
Ｄ

や
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
持

ち
寄

っ
て
、
皆

さ
ん

で
話

し
合

っ
て
練
習

を
さ

れ

て
い

ま
す
。
休
憩

時
に

は
お

茶
を
飲

ん
だ

り
し

な

が
ら
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
 

 
「
歌

が
好

き
な

ん
だ

け
ど
」
、
「
大

き
な
声

で

歌
う

場
所

が
な

い
」
、
「
こ

れ
か

ら
カ
ラ
オ
ケ

を

や
っ

て
み

た
い
」
と

思
う
方
、
一

緒
に
歌

っ
て

楽

し
ん
で
み
ら
れ
ま
せ
ん
か
。
 

 
大

き
な
声

で
歌

う
と
健
康

に
も
プ
ラ

ス
に

な
る

と
言

う
話

を
聞

い
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
の

で
、
是

非
多

く
の
人

の
集

ま
り

に
な

れ
ば

と
願

っ
て

お
り

ま
す
。
な

お
、
会
費

は
現
在

無
料

で
す
。
お
問

い

合
わ
せ
は
、
八
幡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
。
 



 

 

 3月 5日(日) 

    10:00～ 
 安田地区防災訓練 

 3月 5日(日) 

    14:00～ 
 中四字地区防災訓練 

 3月 5日(日) 

    14:00～ 
 敷地地区避難訓練 
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「
町

内
剣

道
大

会
」
 

各地区で行われる 

防災避難訓練の日程 

 
１

月
９

日
（
月
）
吉

舎
Ｂ

＆
Ｇ

海
洋

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

町
内

剣
道

大
会

を
開

催
し

ま
し

た
。
午

前
中

は
、
初

稽
古

会
と

し
て

保

育
所
、
小
・
中

学
生
・
高

校
生

と
指
導

者

15人
の
総
勢

45人
で

稽
古

を
し

ま
し

た
。
稽
古

の
中

に
は
、
紅
白

に
分

か
れ

て
面

に
付

け
た
風
船
を
割
る
戦
い
も
し
ま
し
た
。
 

 
今

年
も
、
鏡
餅

を
焼

い
て

も
ら

い
保
護

者
に
つ

く
っ

て
も

ら
っ

た
力
う
ど
ん
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

 
午

後
の

剣
道

大
会

で
は
、
小

学
生
・
中

学
生
・
中

学
３

年
生

を

含
め

た
高

校
生

の
各

部
門

の
個

人
戦

と
紅
白

に
分

か
れ

た
団

体
戦

を
行
い
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

 
寒

い
中
ご

協
力

い
た

だ
き

ま
し

た
保
護

者
の
皆
様

あ
り

が
と

う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

（
吉

舎
支

部
剣

道
部

 
福
永

 
和
夫

）
 

個
人
戦
結
果
 

【
保
育
所
・
小
学
生
低
学
年
の
部
】
 

 
優
 
勝
 
 
沖
 
野
 
空
 
舞
（
吉
舎
）
 

 
準
優
勝
 
 
畦
 
知
 
利
 
彦
（
吉
舎
）
 

 
三
 
位
 
 
白
 
附
 
蒼
 
大
（
安
田
）
 

 
三
 
位
 
 
山
 
﨑
 
勇
 
路
（
吉
舎
）
 

【
小
学
生
高
学
年
の
部
】
 

 
優
 
勝
 
 
野
 
田
 
翔
 
大
（
吉
舎
）
 

 
準
優
勝
 
 
白
 
附
 
青
 
空
（
安
田
）
 

 
三
 
位
 
 
森
 
原
 
凪
 
琉
（
安
田
）
 

 
三
 
位
 
 
瀧
 
口
 
倖
太
郎
（
吉
舎
）
 

【
中
学
生
の
部
】
 

 
優
 
勝
 
 
加
 
藤
 
千
 
明
（
吉
舎
中
）
 

 
準
優
勝
 
 
東
 
 
 
優
 
介
（
吉
舎
中
）
 

 
三
 
位
 
 
新
 
田
 
蓮
 
武
（
吉
舎
中
）
 

【
高
校
生
の
部
】
 

 
優
 
勝
 
 
今
 
井
 
健
 
太
（
日
彰
館
）
 

 
準
優
勝
 
 
片
 
山
 
公
 
我
（
日
彰
館
）
 

 
三
 
位
 
 
尾
 
崎
 
ま
ほ
ろ
（
日
彰
館
）
 

 
三
 
位
 
 
宮
 
内
 
 
瞳
 
（
日
彰
館
）
 

団
体
戦
結
果
 

 
優
 
勝
 
白
組
 
７
勝
５
敗
３
分
け
 

 

11月

12日
(
土
)
広
島
県

高
等

学
校

新
人

剣
道

大
会
・
剣
道
形
の
部
に
お
い
て
、
【
男
子
の
部
】

山
中
雄
貴
さ
ん
（
２
年
）
・
片
山
公
我
さ
ん
（
１

年
）
組
が
優
勝
、
今
井
健
太

さ
ん
（
１
年
）
・
今

井
康
太

さ
ん
（
１

年
）
組

が
二

位
。
【
女

子
の

部
】
竹
田
鈴
奈
さ
ん
（
１
年
）
・
白
附
ほ
の
か
さ

ん
（
１
年
）
組
が
ベ
ス
ト
８
に
入
賞
し
ま
し
た
。
 

 
剣
道
形
は
、
木
刀
を
使
っ
て
２
人
で
行
う
演
武

で
す
。
一
昨
年
前
ま
で
は
、
日
彰
館
の
女
子
が
４

連
覇
の
活
躍
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
気

魄
あ
ふ

れ
る
男

子
の
ワ

ン
ツ

ー

フ
ィ
ニ

ッ
シ
ュ

に
よ

り
、
「
剣

道
・
日
彰
館
」

の
名

を
轟

か
せ

ま
し
た
。
 
 

 
こ

の
活

躍
ぶ

り
は
、
下
崎

広

島
県

教
育
長

か

ら
も

お
褒

め
の

言
葉

を
い

た
だ

き
、
剣

道
専
門

誌
の

特
集

で
も

取
り
上

げ
ら

れ

ま
し
た
。
 

  きさ まるごと日程表      2017年２月19日～2017年３月19日 

  2月19日(日)  高齢者給食サービス  八幡地区 

  2月23日(木) 13:30～  吉舎地区高齢者の集い  吉舎コミュニティセンター 

 3月 5日(日)  8:00～  区内一斉清掃  敷地地区 

  3月11日(土)  9:45～  上下川４橋渡ろうウォーキング  安田コミュニティセンター 

  3月12日(日)    高齢者給食サービス  安田地区 

  3月19日(日) 10:00～  しいたけほだ木づくり  檜 いこいの森 

詳しくは…青少年育成吉舎町民会議 環境整備部長（免田）(090)7374‐3869まで 

新規参加も 

 可能です 
(運転免許証をご

持参ください) 

日彰館剣道部の広島県上位独占！ 
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電 話：４３‐３１１１  Ｆａｘ：４３‐３０６２ 

町内での市民税・県民税の申告相談受付 

（住民税） 

■申告相談期間 

  平成２９年２月１６日（木）～３月１５日（水） 
 

■会場 

  三次市吉舎支所（電話４３－３１１１） 
 

■受付時間      

  ・午前８時３０分～午前１１時３０分 

   ・午後１時～午後４時３０分 
 

 ※ 広報みよし１月号に折込配布した日程表で、受付

対象地区の日程・時間帯、申告相談に必要な書類、印

鑑等を事前にご確認のうえ、会場へお越しください。 
 

 ※ 住宅関連の税額控除に係わる控除１年目の確定申

告や青色申告については、三次税務署で申告してくだ

さい。 

吉
舎
ネ
ッ
ト 

（吉
舎
町
高
齢
者
・児
童
等
支
援
連
絡
会
議
）  

ほ
っ
こ
り
ス
ポ
ッ
ト 

団
体
紹
介 

☆
私
た
ち
も
参
加
し
て
い
ま
す
☆ 

【八
幡
男
性
料
理
教
室
】 

○
新
し
く
個
人
で
墓
地
を
設
置
す
る
場
合 

 

申
請
に
必
要
な
書
類
…
許
可
申
請
書
、
位
置
図
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土
地
の
登
記
事
項
証
明
書
な
ど 

 

※
農
地
を
転
用
し
て
墓
地
を
設
置
す
る
場
合
は
、
農
業
委
員
会
の
農
地 

 
 
 

転
用
の
許
可
が
必
要
で
す
。 

 

※
「農
振
農
用
地
」に
指
定
さ
れ
て
い
る
農
地
は
、
農
振
除
外
の
申
請
も 

 
 
 

必
要
で
す
。
手
続
き
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
相 

 
 
 

談
く
だ
さ
い
。 

○
今
あ
る
お
墓
か
ら
別
の
お
墓
へ
改
葬
（遺
骨
を
移
動
）す
る
場
合 

 

申
請
に
必
要
な
書
類
…
申
請
書
、
改
葬
先
の
使
用
許
可
の
写
し
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

続
柄
の
確
認
が
で
き
る
戸
籍
謄
本
な
ど 

     
 

【問
い
合
せ
先
】  

三
次
市
環
境
政
策
課 

☎
６
２-

６
１
３
５ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
次
市
農
業
委
員
会 

☎
６
２-

６
１
９
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
次
市
吉
舎
支
所 

 

☎
４
３-

３
１
１
１ 

 

白
い
帽
子
に
赤
い
エ
プ
ロ
ン
、
う
で
ぬ
き
の
お

揃
い
の
格
好
で
、
楽
し
そ
う
に
料
理
さ
れ
て
い
る

会
が
あ
り
ま
す
。
八
幡
男
性
料
理
教
室
の
皆
さ
ん

で
す
。 

 

会
員
は
現
在
、
地
元
の
60
代
か
ら
80
代
後
半

の
男
性
20
名
。
月
に
１
回
、
地
元
の
奥
さ
ん
お
二

人
を
講
師
に
招
い
て
料
理
を
習
っ
て
い
ま
す
。 

 

１
月
は
、
４
種
類
の
鍋
を
作
り
、
食
べ
比
べ
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
２
月
は
、
ジ
ヤ
ン
ボ
巻
き
ず
し

に
挑
戦
さ
れ
る
そ
う
で
す
。 

「
年
２
回
は
み
ん
な
で
小
旅
行
に
出
か
け
、
ま

た
、
八
幡
ふ
れ
あ
い
祭
り
で
は
毎
年
、
自
慢
の
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
を
振
舞
っ
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
」

と
、
と
に
か
く
こ
の
会
の
活
動
を
楽
し
そ
う
に
み

な
さ
ん
話
さ
れ
ま
す
。 

 
最
高
齢
の
佐
伯
泰
壮
さ
ん
は
「
こ
の
教
室
は
60

年
前
の
消
費
組
合
が
あ
っ
た
頃
か
ら
始
ま
り
、
今

も
た
く
さ
ん
の
参
加
者
が
楽
し
ん
で
継
続
し
て
い

る
の
が
自
慢
で
す
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
三
次
市
一

番
！
」
と
、
誇
ら
し
げ
に
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

八
幡
の
元
気
な
皆
さ
ん

に
出
会
い
、
心
も
体
も

ほ

っ

こ

り
！

温
ま
っ
た
一

日
で
し
た
。 

八幡男性料理教室は、毎月第3火曜日
の9時半～（年9回）、八幡コミュニティセ
ンターで開催。参加費は年間9千円。 

 

 

通
所
介
護
事
業
所
吉
舎
（
別
称 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
）は
要
支
援
認
定
「１
～
２
」
要
介
護
認

定
「
１
～
５
」
の
方
を
対
象
に
、
一
日
20
名
の
定
員

で
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

ご
利
用
者
が
、
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
、
自
立

し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
『元
氣
響
存
』(
人
が
輝
き
、

地
域
が
輝
く
に
は
元
気
が
必
要
で
す
。
元
気
を
求

め
る
人
と
人
と
が
、
互
い
に
響
き
合
い
、
協
奏
曲
を

奏
で
る
風
景
を
夢
見
て
い
ま
す)

の
理
念
を
元
に
、

通
っ
て
楽
し
い
・受
け
て
満
足
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
日
々
精
進
し
て
お
り
ま

す
。 

 

地
元
で
ね
ば
り
、
地
元
で
支
え
合
い
、
関
係
機
関

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
ご
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

利
用
者
の
方
が
来
て
良
か
っ
た
と
笑
顔
で
過
ご
し

て
頂
け
る
よ
う
に
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
思
い
や
り
と

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

ケ
ア
ハ
ウ
ス
吉
舎
・デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
興
味
・関
心

の
あ
る
方
は
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
す
ぐ
に

訪
問
に
う
か
が
い
ま
す
。 

ふれ愛 

私たちが大切に 

すること 

ケアハウス吉舎 

 三次市吉舎町吉舎606 

 電話：0824-43-3110 

支え愛 助け愛 
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◆第８回 本のメッセージカードコンクール 

受賞作品 巡回展示 

    ★ おはなし広場  ★ 

と  き  ３月４日（土）午前１０時３０分～  

テーマ  もうすぐ・・・はる！ 

花粉症対策はお早めに！ 

 花粉症とは、植物の花粉が原因で鼻や目の粘膜に炎症を起こし、くしゃみ、鼻水、鼻づまり、目のかゆみ等が発症するアレル

ギー症状です。人によってアレルギーのある花粉は様々ですが、早い人では２月上旬頃から症状が出るようになります。昨年

まで平気だった人が、突然花粉症になることも珍しくありません。早めの対策で症状がひどくなるのを予防しましょう。 

■花粉が多いのはどんな日？ 

 ・雨上がりの翌日や気温の高い日が２～３日続いた後 

 ・空気が乾燥して風がつよい日 

 ・晴れて気温が高い日 

■花粉対策 

  対策１…マスクやメガネをつける 

      ・マスクは鼻の上部を押さえ、あごの下まで覆う 

  対策２…静電気の起きにくい衣類を着る 

      ・柔軟剤で静電気を軽減することもできる 

  対策３…帰宅時は玄関に入る前に衣類をはたく 

  対策４…帰宅後、うがい・手洗いで花粉を流す 

  対策５…洗濯物は外に干さない 

  対策６…天気予報等参考に、なるべく花粉との接触を減らす 

■あると便利なもの 

 鼻づまりで口呼吸になり、口が渇いてしまいがちなので、

飲み物や飴があると少し楽に過ごせます。 

 ただし、糖分を取り過ぎないように気をつけましょう。 

 夏休み中に募集しました「本のメッセージカードコン
クール」の巡回展示をブラウジングコーナーで、２月１
５日まで行っています。 
 吉舎町内からも、図書館賞をはじめ入選者の方が
いらっしゃいますよ。どの作品もとてもステキな１枚で
す。ぜひ、ご覧にお越しください。 

【図書館賞】 
吉舎小学校３年生 福間 結菜さんの作品 
 
 展示とともに、カードに書かれた本も展示し
ています。こちらもオススメ！！ 

おはなし広場ポイントカードをお持ちくださいね！ 

＊今月の１冊＊ 
【一般書】 

 「カズサビーチ」 山本一力／著・新潮社 

 人気作家 山本一力の最新作。 

 黒船より先に浦賀に来ていたアメ

リカ船があった！漂流していた日本

人を助けたその船は、鎖国中の日本

に恐れながらもやってきた。 

 言葉は通じずとも、船乗り同士の

間で育まれた友情と敬意。実話をも

とに、開国へ向け一歩を踏み出す日

本人の姿を描いた歴史小説。 

２月の展示コーナー 
～今年は手作り❤バレンタイン～ 

「はじめてでも失敗しない！手づくりチョコ」 

「７人の人気パティシエが教える秘密のチョコレート」 

「Chocolate Book」 

「ラッピング・レッスン」 ・・・などなど 

 今年のバレンタイン❤はぜひ、手作りで。 

 

ちょっとの工夫でヘルシーメニュー 

 ２月１日に吉舎保健センターで開催したヘルスアップ教室。今回は「生活習慣病予防

の食事とお口の健康」がテーマでした。 

 減塩のための工夫や献立について、食推さんが説明してくださり、その後、減塩工夫し

たメニューを、参加者のみなさんにも実際に調理・試食してもらい、感想を聞きました。 

 今回のメニューは、かき玉汁、豚の生姜焼き、白菜の柚子香和え、ブロッコリーのにん

にくオイル炒めとごはんでした。これだけのメニューで、塩分の量は梅干し１個分(約２グ

ラム)！参加者のみなさんも、「思ったよりも味がついていて美味しかった」と言われてい

ました。みなさんも料理のときの少しの工夫で塩分の摂りすぎを防ぎましょう。 

 「減塩の工夫」たとえば・・・ 

ゆずやレモンの酸味・天然だしを活用して塩・しょう油を減らす／牛乳や乳製品を使っ

てコクやうま味を付ける／めんつゆやポン酢はしょう油の半分程度の塩分ですむ など 

 メニューや調理法に興味のある方は、吉舎支所へお問い合わせください。 



 

毎
日
８
時
30
分
～
22
時
ま
で
利
用
可
能 

場
所 

吉
舎
保
健
セ
ン
タ
ー 

 

利
用
が
で
き
な
い
日 

 
 

・２
月
23
日
（木
）
10
時
～
16
時 

 
 

・毎
週
金
曜
日
の
９
時
半
～
11
時
半 

 

◎
マ
シ
ン
巡
回
指
導
日
…
金
曜
日 

 
 
 

９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で 

◎
閉
館
時
は
、
市
役
所
吉
舎
支
所
の
宿
直
室

で
カ
ギ
を
受
取
り
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

三
次
市
社
会
福
祉
協
議
会
吉
舎
支
所 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

☎
４
３-

３
３
０
１ 

ト

レ
ー

ニ
ン
グ

マ
シ

ン
の

利

用 
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 保育所入所前の子どもさんとおうちの方対象です。 

とき：３月７日（火）10時～11時30分  

内容：「手がたをとろう」     
会場：吉舎保健センター 
お問合せ：三良坂地域子育て支援センター 

「みつばち」☎44-2136      

とき ３月１６日（木）１０時～１２時 

内容 「大きくなったね」 

会場 吉舎保健センター  会費 ２００円 
吉舎地域母子保健推進員 

とき ２月２１日（火）１０時～１２時 

内容 「お茶会」 
会場 吉舎保健センター 会費 １００円程度 

お問合せ：三次市吉舎支所  ☎43-3111       

三良坂地域子育て支援センター 

とき 月～金曜日 9時～15時  
保育士がいます。遊びに来てね！！ 

会場 三良坂農村ふるさとセンター２階 

お問合せ：「みつばち」☎44-2136  

音声告知放送Ｑ＆Ａ   №１７  
 

Q 音声告知放送端末機の右下の「ライン」ランプが点滅して放送が聞こえません。故障ですか？ 

A 同軸線の接続が緩んで接触不良の可能性があります。接続部の緩みやハズレがないか確認してくださ

い。正常になればランプの点滅は消えます。 
 

 引き続き、（旧）防災行政無線の端末機（子機）の返却を受け付けています。 

 お手数ですが、吉舎支所まで返却をお願いします。休日・夜間でも可能です。 

２
ト
ン
車 

[

く
み
取
り
日] 

３
月
６
日
（
月
） 

４
ト
ン
車 

[

く
み
取
り
日] 

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日 

 

申
込
先 

三
次
市
吉
舎
支
所 

☎
４
３-

３
１
１
１ 

※
希
望
す
る
週
の
、
前
の
週
の
金
曜
日
午

後
３
時
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

 
 ※
今
年
の
４
月
か
ら
、
く
み
取
り
の
申
込

先
は
、
三
次
衛
生
工
業
社
（
☎
０
１
２
０

-

６
３-

４
４
５
３)

に
変
わ
り
ま
す
。 
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(仮称)吉舎町拠点施設に関する意見交換会 

２月２２日(水)午後７時～ 

吉舎生涯学習センター(ホール)にて 

みなさんの声を聞かせてください！ 

 吉舎生涯学習センター・三次市吉舎支所などの施設や、

町中心部のあり方を考え、新たなまちづくりにつなげるため

「（仮称）吉舎町拠点施設」の基本計画を策定中です。 

 今後のまちづくりや、拠点となる施設 

への色々なご意見をお聞かせください。 

 どなたでも参加できます。ぜひご参加 

ください。 

 １月８日（日）、三次市消防団出初式が十日市体育

館で開催され、その後、吉舎方面隊出動式が吉舎生

涯学習センターホールで行われました。 

 恒例となった親水公園での一斉放水では、今年も見

事な水のアーチがかけられました。 

 昨年は火災件数が増加しましたが、今年は火災のな

い一年になるよう、火の取り扱いには注意し、火災予

防に心がけて

いただくととも

に、災 害 時

等、危 険 を 感

じた時には早

めの避難行動

を お 願 い し ま

す。 

三次市消防団吉舎方面隊出動式開催 

無火災の願いを込めて 

 市が社会実験として運行してい
る三次⇔広島空港バスは、今年の
３月３１日まで運行実施します。 
 吉舎中学校前も停留所になって
いますのでぜひご利用ください。 
 料金、時刻表
等くわしくは、
広報みよし１２
月号裏表紙等ご
覧ください。 

三次⇔広島空港バス 
３月末まで期間延長運行中 


